
 

 

 

 

 

 

国道４３８号三頭
さ ん と う

トンネルで防災訓練を実施します 
 

 

三頭トンネルは、国道４３８号の香川、徳島県境に位置する主要なトンネルです。トンネル内での重

大事故に備え、香川、徳島両県の道路管理者、警察、消防等が合同で防災訓練を実施し、迅速かつ効果

的な防災体制の確立を図ります。 

 

１ 日  時 

令和７年１１月１３日（木）１０時４０分～１２時２０分 

（通行止：１１時００分～１１時４０分） 

中止の場合 条 件：豪雨等により警報が発令されたときまたは特殊な災害があった場合 

決定日時：令和７年１１月１２日（水）午後４時 

予 備 日：令和７年１１月１８日（火） 

２ 場  所（別紙 図-１） 

香川県仲多度郡まんのう町 

   三頭トンネル (延長 L=２，６４８ｍ）徳島県側坑口より６６０ｍ付近 

 

３ 訓練参加機関及び人員 

香川県 

仲多度南部消防組合消防本部、まんのう町消防団、まんのう町、琴平警察署、危機管理課、 

道路課、中讃土木事務所 

 

徳島県 

美馬西部消防組合消防本部、美馬西部消防組合消防団、美馬市、美馬警察署、徳島県立三好病院、

高規格道路課、西部総合県民局 

参加予定人員  約１００名 

 

４ 訓練想定 

・徳島県側坑口から６６０m 付近において車両２台がからむ交通事故が発生。 
・事故概要はトンネル内南進（香川県から徳島県へ）中の普通乗用車が居眠り運転でセンターライ

ンを越え、対向車線を走行していた普通乗用車と衝突したもの。 
・両車とも運転手のみで、北進していた運転者は軽症で自力にて脱出しトンネル内非常電話で通報。 
・南進していた運転手は接触後、トンネル側壁に衝突し停車状態で、運転手は意識状態が悪く、車

両が変形し閉じ込められている。 
 

５ 訓練内容 

(1) 関係機関との通報連絡訓練 

(2) 各関係機関の初期対応手順の確認 

(3) 交通規制及び負傷者の応急救護訓練 

(4) トンネル内設備の使用、確認訓練 

 

 

令和７年１０月３０日 

道路課 保全グループ 

大森、五嶋（内線 4183） 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ:087-832-3533 

中讃土木事務所 道路第二課 

谷本、山地 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ:0877-46-3182 



 

 

 

 

 

６ その他 

(1)報道関係の車両は、徳島県側の野田ノ井トンネル坑口付近の開会式駐車場(別紙 図-２）へ１０

時４０分までに集合してください。トンネル内へは訓練参加車両と一緒に進入することになり

ますので、１１時の通行規制後はトンネル内へ入れなくなります。 

    (2)訓練終了後、香川県側「道の駅ことなみ」第２駐車場(別紙 図-３)において訓練結果の講評を行

います。 

    (3)三頭トンネルでは毎年１回防災訓練を実施しています。 

香川・徳島両県にまたがるトンネルであることから、防災訓練の実施主体は２年ごとに交互で担

当しており、今回の防災訓練は徳島県が実施主体となります。 

  (4)取材を希望される報道関係の方は、前日までに徳島県西部総合県民局 県土整備部＜美馬＞

（0883-53-2257）までご連絡ください。 

 (5)利用者の方には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願いいたします。 

 



（別紙）

令和７年度 防災訓練実施箇所
徳島県側坑口から660m付近

国道４３８号 三頭トンネル

まんのう町
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「道の駅」ことなみ

国道４３８号

（図－３）

太陽マーケット
（図－２）

（図ー１）令和７年度 三頭トンネル防災訓練 位置図

【三頭トンネル 概要】

延      長 ： L = 2,648m （香川県側  1,165m、徳島県側 1,483m）
供用開始 ： 平成 ９年 ３月

幅 員 ： トンネル部 全幅 9.0m
非常駐車帯、通報、警報設備など総合的設備を備えている。

（図ー２）徳島県側 野田ノ井ﾄﾝﾈﾙ坑口付近 平面図
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三頭トンネル

訓練終了後の講評場所

（図ー３）三頭トンネル 香川県側坑口付近 平面図
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『この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の5万分の１地形図を複製したものを、

一部転載したものである。（承認番号 平29 四複、第 5 号）』

美馬市

野田ノ井トンネル

集合、開会式場所


